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学校名 
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報告者 

後藤 大 

（連絡先 TEL：０９４３－７２－４３４１） 

 

 

寄贈品 

○ボッチャボールセットコネクト 

○ボッチャミディアムサイズボールセット 

○ボッチャミニサイズボールセット 

○ボッチャスタンダードランプ 

活用状況   

（使用者、使用内

容、使用頻度等） 

（使用者） 

小学部、中学部、高等部の全児童・生徒 

 

（使用内容）  

たぬしンピック（全校児童生徒が４つのグループに分かれて行う本校の競技

大会）、体育や自立活動の授業、レクリエーション等 

 

（使用頻度） 

たぬしンピックの時期はほぼ毎日、各学部の授業で使用している。 

年間を通して、授業で使用している。 

申請当初の 

目的達成状況 

以前は、スタンダードサイズでは球の重量がありすぎて持つことができない

児童生徒もいたために、他の代用品を使用していた。しかし、ミディアム、

ミニサイズの球の重量であると、自分の力で持ち、自分の力で投げたり、転

がしたりすることができ、また、ランプが増えたことで、ランプの順番待ち

をせずに活動をよりスムーズに行うことができるようになった。 

教育的効果につい

て所見等 

他の友達と同じ「本物」の道具を使うことで、活動により自発的にボッチャ

に参加することができ、意欲も高まってきているように感じている。 

 

 



 活用状況の写真等（当日の様子など） 

＜田主丸特別支援学校たぬしンピックの様子＞ 

 

○小学部・中学部・高等部の児童生徒を４つのグループに分けて、グループ対抗戦を行いました。 

 普段一緒に活動する機会が少ない他学部の児童生徒と一緒に試合を行うため、児童生徒たちは寄贈して

いただいた道具を大いに活用し、練習していました。また、当日は練習の成果を発揮して、大いに盛り上

がり楽しんで試合を行うことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活用見通し・課題 

児童生徒たちは喜んで道具を活用していました。寄贈のおかげで、児童生徒は順番待ちすることなく、活動

内容を充実させることができました。今後も授業やレクリエーションに大いに活用させていただきます。寄

贈していただきありがとうございました。 

 

 

 


